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・�非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内

会議室名
定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室 ２０       ３，３００       ６，６００       ７，７００

     全室

３階ホールＡ室

Ｂ室

４０    

３０

    １０

      ４，６７５

      ２，７５０

      １，９２５

      ９，０７５

      ４，９５０

      ４，１２５

   １４，５７５

      ９，３５０

      ５，２２５

お気軽にご連絡下さい。

蕨商工会議所ホームページ登録の案内

お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org

  蕨商工会議所では会員企業に限って企業紹介
ページを無料にて作成し、当所ホームページにて
ご紹介します。
  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中

　蕨ケーブルビジョン㈱の
協力により、当所 1階エン
トランスにＣＡＴＶインター
ネット利用コーナーを設置
しております。会員の皆様
はもとより、市民の皆様の
どなたでもご自由に、お気
軽にご利用下さい。

●利用時間 

  午前８時３０分～午後５時

蕨ケーブルビジョン株式会社

  TEL 048-444-3333    E ｰ mail wink@catvwink.co.jp

蕨 商 工 会 議 所

専門個別相談          

　　　◇税務相談    ◇労務相談

　　　◇法律相談    ◇ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策

　　　◇金融診断    ◇ＰＣ相談 

　○相談料 6,000 円（但し蕨商工会議所会員企業は無  　

　　料です）相談は全て予約制ですので、お電話にて　　

　　ご予約下さい。 

　○会場は、蕨商工会議所または相談企業となります。

   蕨商工会議所

Tel ０４８－４３２－２６５５
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会 議 所 行 事 予 定

１ TUE

２ WED

３ THU ・第 39 回中仙道武州蕨宿 宿場まつり

４ FRI
・明日からできる業績アップの５つの方法セミナー
・ 一般社団法人埼玉県中小企業診断協会 
  一般社団法人化 10 周年記念式典

５ SAT ・第 5回蕨双子織アート作品展

６ SUN ・第 5回蕨双子織アート作品展

７ MON ・ 蕨市暴力排除推進協議会 第 32 回暴力追放・薬物乱用防止
埼玉県民大会

８ TUE ・埼玉県商工会議所連合会第 3回専務理事会議
・埼玉県防衛協会時局講演会・名刺交換会

９ WED

10 THU

11 FRI

12 SAT

13 SUN ・第 52 回蕨市公募美術展覧会

14 MON ・秋期健康診断（蕨商工会館）

15 TUE ・秋期健康診断（塚越ｺﾆｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

・埼玉県商工会議所連合会臨時総会

16 WED ・日本商工会議所委員会

17 THU ・日本商工会議所常議員会・議員総会・臨時会員総会
・第 53 回蕨市公募美術展覧会

18 FRI ・第 53 回蕨市公募美術展覧会

19 SAT ・第 53 回蕨市公募美術展覧会

20 SUN ・2022 年度第 162 回簿記検定試験
・第 53 回蕨市公募美術展覧会

21 MON

22 TUE ・川口地区労働基準協会 令和 4年度永年勤続者表彰式

23 WED

24 THU
・正副会頭会議
・常議員会
・市長訪問

25 FRI

26 SAT

27 SUN

28 MON ・埼玉県商工会議所青年部連合会 相互理解・相互研鑽

29 TUE ・埼玉県商工会議所連合会第 4回 DX 担当者会議

30 WED

No.595

＜ＩＮＤＥＸ＞

臨時議員総会を開催
         新役員・議員決定 ・・・・４・５

日本商工会議所 100 周年記念式典
埼玉県商工会議所議員大会 ・・・・・・・６

労働保険事務組合
ビジネス交流会 他 ・・・・・・・・・・７

コラム
「職場のかんたんメンタルヘルス」 ・・・・８

INFORMATION ・・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより ・・・・・・・・１０

牛窪会頭の企業探訪 ・・・・・・・・・１１

Interview「㈲多田商店」 ・・・・・・・１２

ありがたいという言葉を

癖のように頭の中でつぶやきながら

過ごしています。

 

書道家　武田 双雲

「
あ
り
が
た
い
」
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独
自
の
強
み
を
充
分
発
揮
し
、

果
敢
に
自
己
変
革
に
挑
戦
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
個
々
の
勇
気
あ
る
挑
戦
が

実
現
で
き
る
よ
う
企
業
や
地

域
を
支
援
す
る
立
場
に
あ
り
、

ま
た
、
地
域
商
工
業
の
振
興
に

携
わ
る
商
工
会
議
所
と
い
た

し
ま
し
て
は
今
後
も
、
頼
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
会
員

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
や
経
営
革
新
対
策
、
販

路
開
拓
支
援
な
ど
の
事
業
を

伴
走
型
の
支
援
体
制
の
充
実

の
も
と
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の

時
代
を
見
据
え
、
生
産
性
向
上

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

な
ど
の
新
た
な
経
営
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
４
期
目
就
任
に
あ
た
っ
て
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　当商工会議所では、１号議員、２号議員、３号議員がそれ

ぞれ確定したことに伴い、10 月 28 日に第 188 回臨時議員総会

を開催しました。会頭、副会頭、専務理事、監事、常議員の

選任を行い、その結果、第 15 期会頭に牛窪啓詞氏が再任され

ました。副会頭には、今井良助氏、德丸平太郎氏、齊藤哲也

氏が再任されました。専務理事に斉藤博氏、監事には長野眞

由美氏、森本達弘氏が再任されるとともに、常議員 20 名を決

定しました。

会
頭

　牛
窪 

啓
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愛
工
舎
製
作
所

　
　代
表
取
締
役
会
長

「
就
任
の
あ
い
さ
つ
」　
会
頭
　
牛
窪
　
啓
詞

副
会
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今
井 

良
助
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今 

井 

商 

事

　    

監  

査  

役 

副
会
頭 

齊
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哲
也

　税
理
士
法
人
コ
ン
パ
ス

　    

代 

表 

社 

員      
副
会
頭 

德
丸 

平
太
郎

　德 

丸 

織 

物 

㈱

　    

代 

表 

取 

締 

役  

専
務
理
事

　斉
藤 
博 

　
過
日
開
催
の
臨
時
議
員
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
４
期
目
と
な

る
会
頭
就
任
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
会
頭
職
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
会
頭
就
任
時
よ
り
常

に
「
創
造
と
挑
戦
」
を
念
頭
に

お
き
、
商
工
会
議
所
運
営
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
期

も
こ
の
基
本
理
念
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
役
員
、
議
員
並
び
に
職

員
と
と
も
に
新
体
制
の
も
と
で

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
未
だ
完
全
収
束
に
至

ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
急

速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
と
も

な
う
経
済
の
縮
小
、
生
産
人
口

の
高
齢
化
と
い
う
構
造
的
な
問

題
に
直
面
し
て
い
る
現
況
の
中

で
、
中
小
・
小
規
模
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
価
格
転
嫁

問
題
や
人
手
不
足
の
顕
在
化
、

ま
た
、
自
然
災
害
の
頻
発
へ
の

対
応
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
変
化

の
中
で
、
経
済
社
会
が
急
速
に

変
化
し
、
多
様
化
す
る
中
で

個
々
の
中
小
・
小
規
模
企
業
が

第１５期会頭
牛 窪 啓 詞 氏 が 再 任
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Ｋ
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役
　
笠
井
　 

 

毅

㈱
高
砂
建
設

　
代
表
取
締
役
　
風
間
　 

 

健

監
事
（
２
名
）

常
議
員
（
20
名
）

議
員
（
40
名
）

㈱
葛
城
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
葛
城
　
　
博

㈲
カ
ド
ワ
キ

　
代
表
取
締
役
　
門
脇
　
光
洋

㈲
中
見
勢
酒
店

　
代
表
取
締
役
　
川
島
　
善
徳

菊
地
釣
竿
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

代
表
取
締
役 

 

菊
地 

 

富
雄

司
ゴ
ム
電
材
㈱

 

代
表
取
締
役
社
長

　
小
泉
　
徹
洋

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

 
 

代
表
取
締
役
　
小
泉
　 

 

亘

小
林
設
備
工
業
㈱

　
代
表
取
締
役
　
小
林
　
宏
規

㈱
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク

　
常
務
取
締
役
　
斉
藤
寿
美
子

㈱
篠
田
製
作
所

代
表
取
締
役
会
長 

篠
田
　
邦
男

カ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

　
代
表
取
締
役
　
清
水
　
光
則

㈲
須
賀
タ
ク
シ
ー

　
代
表
取
締
役
　
須
賀
　
昭
仁

㈱
セ
ラ
ミ
ッ
ク
加
工
技
研

　
代
表
取
締
役
　
菅
谷
　
　
猛

㈱
鈴
木
商
店

　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
　
康
介

㈱
角
之
上
業
務
店

　
代
表
取
締
役
　
角
之
上
健
一

㈱
タ
カ
シ
保
険
セ
ン
タ
ー

 

代
表
取
締
役
会
長
　
高
橋
　
　
泰

東
京
リ
ン
テ
ッ
ク
加
工
㈱

 

代
表
取
締
役
社
長

　
高
橋    

弘

富
士
興
業
㈱

　
代
表
取
締
役
　
田
中
　
正
徳

㈱
八
光
商
事

　
代
表
取
締
役
　
田
中
　
一
任

鳥
勇

 
 

代
表
　
　
　
　
田
村 

 

明
人

オ
リ
エ
ン
タ
ル
メ
タ
ル
㈱

　
代
表
取
締
役
　
津
村
　
知
範

㈱
伊
勢
長

　
代
表
取
締
役
　
戸
塚
　
博
之

サ
カ
エ
ヤ

　
代
表
　
　
　
　
貫
井
　
賢
治

野
崎
税
務
会
計
事
務
所

　
所
長
　
　
　
　
野
崎
　
秀
之

城
北
信
用
金
庫
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
横
田 

 
 
 

剛

青
木
信
用
金
庫
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
松
澤
　 

 

真

宮
石
精
機
㈱

　
代
表
取
締
役
　
宮
石
　
晴
実
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長
野
眞
由
美
税
理
士
事
務
所

　
所
長
　
　
　
　
長
野
眞
由
美

川
口
信
用
金
庫
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
森
本
　
達
弘

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
阿
部 

 
浩
典

 
 
 
 

（
○
総
務
委
員
会 

副
委
員
長
）

㈱
マ
イ
ク
ロ
エ
ー
ス

　
代
表
取
締
役
　
有
井
　
利
行

伊
藤
運
輸
倉
庫
㈱

　
相
談
役
　
　
　
伊
藤
　
晴
之

刈
谷
商
事
㈱

　
代
表
取
締
役
　
刈
谷
　
靖
彦

　
　
　
（
◎
総
務
委
員
会
　
委
員
長
）

㈱
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー

　
代
表
取
締
役
　
小
林
　
典
郎

㈱
石
勘
石
材
店

　
代
表
取
締
役
　
齋
藤
　
純
一

 
 

（
○
工
業
振
興
委
員
会
副
委
員
長
）

㈲
茶
の
市
川
わ
ら
び
園

　
代
表
取
締
役
　
酒
井
　
佳
延

 

　
（
◎
商
業
振
興
委
員
会 

委
員
長
）

丸
鹿
商
事
㈲

　
代
表
取
締
役
　
鹿
　
勇
一
郎

㈱
髙
石
商
会

 

代
表
取
締
役
会
長

　
髙
石  

　
正

　
　 

（
○
総
務
委
員
会 

副
委
員
長
）

㈱
髙
松
自
動
車

　
代
表
取
締
役
　
髙
松
　
良
典

　
（
○
工
業
振
興
委
員
会 

副
委
員
長
）

㈱
マ
ス
ヤ

　
代
表
取
締
役
　
滝
澤
　
勝
三

㈲
三
光
商
事

 

代
表
取
締
役
会
長

　
田
中
　
鐵
次

㈱
ツ
ツ
ミ

　
会
長 

 
 
 
 
 
 
 

堤 
 
 
 

征
二

㈲
髙
澤
屋
酒
店

　
代
表
取
締
役
　
富
田
　
喜
一

 
 

（
○
商
業
振
興
委
員
会 

副
委
員
長
）

蕨
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

　
代
表
取
締
役
　
名
倉
　
義
和

第
一
商
事
㈱

　
代
表
取
締
役
　
貫
井
　
和
子

㈱
近
江
屋

　
代
表
取
締
役
　
北
條
　
浩
司

町
田
毛
糸
紡
績
㈱

　
代
表
取
締
役
　
町
田
新
一
郎

 
 

（
◎
工
業
振
興
委
員
会
　
委
員
長
）

㈱
油
奥
商
店

　
代
表
取
締
役
　
芳
野
　
　
昇

 
 

（
○
商
業
振
興
委
員
会 

副
委
員
長
）

沖
電
気
工
業
㈱
Ｏ
Ｋ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
セ
ン
タ
ー
　

人
事
総
務
第
二
部
長  

松
下
　  

睦

㈱
萬
寿
屋

　
代
表
取
締
役
　
池
上
　
智
康

㈱
武
蔵
野
銀
行
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
池
田
　
憲
一

小
池
田
生
花
店

　
代
表
　
　
　
　
池
田
　
　
保

㈱
池
田
屋

　
代
表
取
締
役
　
池
田
　
嘉
弘

㈱
東
洋
物
産

　
代
表
取
締
役
　
今
井
　
輝
嗣

㈱
中
川
製
作
所

　
取
締
役
会
長
　
一
色
　
　
譲

ア
サ
ヒ
ア
ー
ト
㈱

　
代
表
取
締
役
　
岩
崎
　
美
雪

㈱
み
ず
ほ
銀
行
浦
和
法
人
部

　
部
長
　 

 

　
　
内
田
　
栄
喜

㈱
牛
窪
鋳
造
所

　
顧
問 

 
 
 
 

　
牛
窪
　
章
記

㈱
榎
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
榎
本
　
俊
志

㈱
エ
ス
ア
ン
ド
テ
ィ

 
 

代
表
取
締
役
　
大
原
　
正
彦

岡
本
化
学
工
業
㈱

　
代
表
取
締
役
　
岡
本
　
博
明

㈱
笠
井

　
代
表
取
締
役
　
笠
井
　 

 

毅

㈱
高
砂
建
設

　
代
表
取
締
役
　
風
間
　 

 

健

監
事
（
２
名
）

常
議
員
（
20
名
）

議
員
（
40
名
）

㈱
葛
城
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
葛
城
　
　
博

㈲
カ
ド
ワ
キ

　
代
表
取
締
役
　
門
脇
　
光
洋

㈲
中
見
勢
酒
店

　
代
表
取
締
役
　
川
島
　
善
徳

菊
地
釣
竿
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

代
表
取
締
役 

 

菊
地 

 

富
雄

司
ゴ
ム
電
材
㈱

 

代
表
取
締
役
社
長

　
小
泉
　
徹
洋

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

 
 

代
表
取
締
役
　
小
泉
　 

 

亘

小
林
設
備
工
業
㈱

　
代
表
取
締
役
　
小
林
　
宏
規

㈱
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク

　
常
務
取
締
役
　
斉
藤
寿
美
子

㈱
篠
田
製
作
所

代
表
取
締
役
会
長 

篠
田
　
邦
男

カ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

　
代
表
取
締
役
　
清
水
　
光
則

㈲
須
賀
タ
ク
シ
ー

　
代
表
取
締
役
　
須
賀
　
昭
仁

㈱
セ
ラ
ミ
ッ
ク
加
工
技
研

　
代
表
取
締
役
　
菅
谷
　
　
猛

㈱
鈴
木
商
店

　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
　
康
介

㈱
角
之
上
業
務
店

　
代
表
取
締
役
　
角
之
上
健
一

㈱
タ
カ
シ
保
険
セ
ン
タ
ー

 

代
表
取
締
役
会
長
　
高
橋
　
　
泰

東
京
リ
ン
テ
ッ
ク
加
工
㈱

 

代
表
取
締
役
社
長

　
高
橋    

弘

富
士
興
業
㈱

　
代
表
取
締
役
　
田
中
　
正
徳

㈱
八
光
商
事

　
代
表
取
締
役
　
田
中
　
一
任

鳥
勇

 
 

代
表
　
　
　
　
田
村 

 

明
人

オ
リ
エ
ン
タ
ル
メ
タ
ル
㈱

　
代
表
取
締
役
　
津
村
　
知
範

㈱
伊
勢
長

　
代
表
取
締
役
　
戸
塚
　
博
之

サ
カ
エ
ヤ

　
代
表
　
　
　
　
貫
井
　
賢
治

野
崎
税
務
会
計
事
務
所

　
所
長
　
　
　
　
野
崎
　
秀
之

城
北
信
用
金
庫
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
横
田 

 
 
 

剛

青
木
信
用
金
庫
蕨
支
店

　
支
店
長
　
　
　
松
澤
　 

 

真

宮
石
精
機
㈱

　
代
表
取
締
役
　
宮
石
　
晴
実
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出展：日本商工会議所

　
日
本
商
工
会
議
所
の
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
に
、
全

国
の
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん
と

共
に
出
席
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、
大
正

11
年
、
全
国
の
商
工
業
者
を
代

表
し
て
、
我
が
国
の
経
済
全
体

を
俯
瞰
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
常
設
の
商
業
会
議

所
連
合
会
と
し
て
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
全
国
の
商

工
会
議
所
の
意
見
が
様
々
な
場

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
商
工
業
者
の
海
外
進
出

や
人
材
育
成
の
支
援
な
ど
、
我

が
国
の
商
工
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
事
業
活
動
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
意

義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
で
は
、
５
１
５
の
商
工

会
議
所
及
び
約
１
２
３
万
の
会

員
を
擁
す
る
組
織
に
成
長
し
、

全
国
の
経
営
指
導
員
に
よ
る
中

小
企
業
の
経
営
支
援
や
、
検
定

試
験
な
ど
を
通
じ
た
産
業
人
材

の
育
成
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
取
組
な
ど
、

日
本
商
工
会
議
所
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創
る
」
宣
言
公
表

天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

中
小
企
業
の
振
興
や
、
地
域
経

済
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
多
様
な
事
業
活
動
を
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
事
業
者

へ
の
復
興
支
援
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
る
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
日
本
商
工
会
議
所

並
び
に
全
国
の
商
工
会
議
所
関

係
者
の
長
年
に
わ
た
る
尽
力
と

た
ゆ
み
な
い
努
力
に
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
各
地
の
商
工
会

議
所
が
、
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
日
本
商
工
会
議

所
が
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創

る
」
の
理
念
の
下
、
中
小
企
業

と
地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
、

ひ
い
て
は
我
が
国
の
経
済
の
成

長
・
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
、
式
典
に
寄
せ

る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

永
年
勤
続
表
彰

当
所
か
ら
３
名
受
賞

～
第
58
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
～

地
域
経
済
活
性
化
・
地
域
創
生
に

向
け
国
・
県
へ
の
施
策
要
望
を
決
議

　
10
月
25
日
、
埼
玉
県
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
及
び
来
賓
が
一

同
に
会
し
た
「
第
58
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」
が
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
策
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て

意
見
要
望
を
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
、
意
見
の
反
映
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
埼
玉
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
池
田
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
総

務
・
地
域
振
興
委
員
会
、
商
業
・

観
光
振
興
委
員
会
、
工
業
・
技

術
振
興
委
員
会
の
各
委
員
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
要
望
事
項
（
本

誌
９
月
号
及
び
10
月
号
掲
載
）

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
関
係
当

局
へ
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
庁
へ
の
訪
問
・
要
望

活
動
は
11
月
９
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の

施
策
要
望
を
決
議

　
議
員
大
会
に
お
い
て
当
商
工

会
議
所
よ
り
左
記
の
役
員
・
議

員
３
名
が
、
永
年
に
わ
た
る
商

工
会
議
所
運
営
の
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
永
年
勤
続
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

常
議
員
　
田
中 

鐵
次(

30
年)

常
議
員
　
有
井 

利
行(

20
年)

議 
 

員
　
葛
城 

 
 

博(

11
年)

（
順
不
同
・
敬
称
略
。
カ
ッ
コ

内
の
年
数
は
役
員
・
議
員
の
通

算
勤
続
年
数
。
役
職
は
受
賞
日

現
在
に
お
け
る
役
職
）

　
９
月
16
日
、
日
本
商
工
会
議

所
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
よ
り
、

牛
窪
会
頭
が
出
席
し
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
を
契
機
と
し
た
未

来
へ
の
決
意
表
明
と
し
て
、
中

小
企
業
の
活
力
強
化
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
尽
力
す
る
と
の

「
宣
言
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
天
皇
陛
下
、
岸
田

総
理
大
臣
は
じ
め
多
数
の
来
賓

の
方
の
ご
臨
席
の
中
で
、
天
皇

陛
下
か
ら
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま

し
た
の
で
、
全
文
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。
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 労働保険の手続きは、任せて便利な
         蕨商工会議所の労働保険事務組合へ

１１月は労働保険未手続事業一掃強化月間

広 域 ビ ジ ネ ス 交 流 会 を 開 催 

　10 月 13 日に、浦和コルソホールにて、 

さいたま商工会議所・越谷商工会議所と

の共催により『第 24 回広域ビジネス交

流会 ( 工業版 )』を開催しました。三部

構成となった本交流会では、自社 PR や

グループミーティング、個別ミーティン

グが行われ、参加企業は情報交換や取引

拡大に取組みました。

中
小
企
業
の
振
興
や
、
地
域
経

済
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
多
様
な
事
業
活
動
を
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
事
業
者

へ
の
復
興
支
援
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
る
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
日
本
商
工
会
議
所

並
び
に
全
国
の
商
工
会
議
所
関

係
者
の
長
年
に
わ
た
る
尽
力
と

た
ゆ
み
な
い
努
力
に
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
各
地
の
商
工
会

議
所
が
、
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
日
本
商
工
会
議

所
が
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創

る
」
の
理
念
の
下
、
中
小
企
業

と
地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
、

ひ
い
て
は
我
が
国
の
経
済
の
成

長
・
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
、
式
典
に
寄
せ

る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度

（
事
業
活
動
に
お
け
る
賠
償
リ

ス
ク
・
事
業
休
業
リ
ス
ク
等
の

補
償
）
・
業
務
災
害
補
償
プ
ラ

ン
（
労
災
事
故
お
よ
び
企
業
の

賠
償
リ
ス
ク
等
の
補
償
）
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
致
し
ま
す
。

会
員
事
業
所
の
経
営
リ
ス
ク
の

担
保
（
リ
ス
ク
の
移
転
）
及
び

会
員
事
業
所
の
従
業
員
な
ど
の

福
利
厚
生
の
充
実
を
目
的
と
し

て
、
当
商
工
会
議
所
提
携
損
保

会
社
の
協
力
の
も
と
、
会
員
事

業
所
を
対
象
と
し
低
廉
な
保
険

料
で
ご
加
入
い
た
だ
け
る
損
害

保
険
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
本
号
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
各
保
険
会
社
の
チ
ラ
シ
及

び
一
括
見
積
依
頼
用
紙
も
併
せ

て
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
当
商
工
会
議
所

職
員
、
損
害
保
険
各
社
の
代
理

店
が
皆
様
の
事
業
所
を
訪
問
致

し
ま
す
の
で
各
種
保
険
に
関
す

る
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

11
月
・
12
月  

会
員
向
け
保
険
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

   

経
営
リ
ス
ク
回
避
・
福
利
厚
生
充
実
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

　労働保険は、『労災保険』と『雇用保険』の総称で、政府が管理運営している強制加入の保険

制度となっています。当商工会議所では、厚生労働大臣の認可を受けた労働保険事務組合が煩雑

な労働保険の事務手続きを事業者に代わって行っています（一部事務を除きます）。

◎労働保険の加入
　原則として、労働者を一人でも雇っていれば、加入手続きを行い、労働保険料を納めなければなり

ません。事業主が故意または重大な過失により、加入手続きをしていない期間中に労働災害が生じ、

労災保険の給付を行った場合は、事業主からさかのぼって労働保険料を徴収するほか、労災保険の

給付を要した費用の全部または一部を徴収することとなっています。労働保険の加入手続きや事務

処理等でお困りの中小の事業主の方は、厚生労働大臣の認可を受けた「労働保険事務組合」に労働

保険事務を委託することができます。労働保険事務組合は、事業主が行わなければならない事務手

続きを事業主に代わり処理する団体です。事務を委託すると次のような利点があります。

①事業主が行う労働保険加入手続および脱退手続きなどの事務負担が軽減されます。

②労働保険料を年３回に分割納付できます。

③本来加入できない事業主や家族従業員が労災保険へ特別加入することができます。

　蕨商工会議所労働保険事務組合では、例年４月に「労働保険年度更新指導会及び労務管理個別相

談会」を開催しております。労働保険料の算出に必要な賃金報告書の作成相談の他、各種助成金の

助成内容から申請方法、就業規則の見直しなど各事業所からの労務に関する問い合わせに対して、

社会保険労務士及び当商工会議所経営指導員が対応します。

　制度の内容、加入手続きについては、蕨商工会議所労働保険事務組合までお問合せください。
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す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の
あ
る

テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
が
、
孤
立
や
孤

独
を
生
む
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
や
る
こ
と
さ
え
や
れ

ば
、
後
は
自
由
に
時
間
を
使
え
る
」

と
気
楽
に
構
え
て
い
て
も
、
次
第

に
「
承
認
欲
求
」
が
頭
を
も
た
げ

始
め
、
自
由
が
孤
独
に
思
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
孤
独
感
が
長
期
化
す
る
と
、
は

け
口
の
な
い
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
肥
大
化
し
て
、
「
こ
ん
な
に
頑

張
っ
て
い
る
の
に
誰
も
気
に
掛
け

て
く
れ
な
い
」
と
疎
外
感
を
覚
え

た
り
、
「
こ
の
組
織
に
自
分
は
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
に
な
っ

た
り
、
結
果
と
し
て
仕
事
に
対
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て

よ
う
と
努
力
す
る
、
こ
れ
が
人
間
の
成

長
の
原
理
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
今
は
、
人
と
の
接
触
が
減

り
承
認
欲
求
が
満
た
さ
れ
に
く
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
毎
日
が
続
け

ば
、
何
ら
か
の
カ
タ
チ
で
客
観
評
価
が

欲
し
く
な
る
の
は
当
然
で
、
そ
の
一
つ

の
例
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
「
い
い
ね
」
を
得
る
こ
と
で
気
持

ち
を
保
つ
こ
と
が
一
時
的
に
も
可
能
に

な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
依
存
し
て
し
ま

う
の
は
危
険
で
す
。
「
い
い
ね
」
を
得

る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
「
い
い
ね
」
が
つ
か
な
い
こ
と
で

か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
む
こ
と

に
な
っ
た
り
し
て
は
、
本
末
転
倒
。
む

な
し
さ
を
感
じ
て
「
い
っ
た
い
何
を

や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
自
己
嫌

悪
に
陥
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。 

　
そ
の
よ
う
な
孤
独
を
生
ま
な
い
た
め

に
、
管
理
者
は
部
下
と
の
や
り
取
り
を

定
期
的
に
行
い
、
指
示
や
事
務
連
絡
だ

け
で
な
く
、
取
り
組
ん
だ
仕
事
へ
の
ね

ぎ
ら
い
や
承
認
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

メ
ン
タ
ル
不
調
に
陥
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
「
承
認
欲
求
」
と
は
、
自
分
の
こ
と

を
「
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
認
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
願
う
欲
求
の
こ
と
で
、

「
自
尊
欲
求
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
米
国
の
心
理
学
者
ア
ブ
ラ
ハ

ム
・
マ
ズ
ロ
ー
が
提
唱
し
た
「
自
己
実

現
理
論
（
欲
求
５
段
階
説
）
」
の
中
の
、

集
団
に
帰
属
し
た
い
と
願
う
、
社
会
的

欲
求
が
満
た
さ
れ
た
後
に
芽
生
え
る
４

段
階
目
の
欲
求
で
す
。
つ
ま
り
、
会
社

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
家
族
な

ど
、
何
ら
か
の
集
団
に
属
す
こ
と
が
で

き
て
、
そ
の
中
で
存
在
価
値
を
実
感
す

る
こ
と
で
満
た
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人

は
あ
る
欲
求
が
適
度
に
満
た
さ
れ
る

と
、
さ
ら
に
高
次
の
欲
求
を
満
足
さ
せ

が
望
ま
れ
ま
す
。
個
人
的
な
話
題
に

触
れ
る
こ
と
を
過
度
に
恐
れ
ず
に
、

仕
事
以
外
の
日
常
的
な
話
題
を
交
え

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
、
な
お
効

果
的
で
す
。 

　

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

   

　

  

代
表
理
事

　大
野

　萌
子

「
テ
レ
ワ
ー
ク
で
感
じ
る
孤
立
と
疎
外
感
」
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 INFORMATION

LOBO調査

マル経資金
金利 1.13％

 

金融情報

９月の調査結果

 業況ＤＩは、円安急伸でコスト負担
が増加し、悪化。先行きは、物価上
昇に歯止めかからず、厳しい見方

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○�従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人

以下）

○�蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の

経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
��運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
��年 1.13%（10 月 31 日現在）

　全産業合計の業況 D I は、▲ 23.3（前月

比▲ 2.3 ポイント）。

　高騰が続く資源・原材料価格に加えて、

電気代のさらなる値上がりや、140 円台ま

で進んだ円安の急伸による輸入品の価格上

昇など、企業のコスト負担は増加し続けて

おり、全業種で業況が悪化した。さらに、

サービス業・小売業では物価高による消費

マインドの低下、建設業では人手不足対策

としての人件費増加が業況を下押しした。

製造業では部品の供給不足、卸売業では台

風等の天候不順による物流コストの上昇が

業況を下押しした。感染状況が落ち着き、

人流も回復基調にあるものの、増加し続け

るコスト負担が企業経営の重荷となり、中

小企業の景況感は２ヵ月連続の悪化となっ

た。

　先行き見通し D I は、▲ 23.7（今月比▲

0.4 ポイント）

　全国旅行支援の再開や水際対策の緩和に

よる客足回復の期待感が小売業・サービス

業で広がる一方、物価高による収益圧迫を

危惧する声が聞かれた。業種を問わず、物

価上昇によるコスト増に対する十分な価格

転嫁も行えていない。欧米のインフレ対策

で世界経済の鈍化が顕在化する中、円安や

物価上昇に歯止めがかからず、さらなるコ

スト負担増の懸念から、中小企業の先行き

は厳しい見方が続く。

お知らせ

　中小企業１１９は、中小企業、小規模事業

者のための経営相談と専門家派遣事業です。

事業者の皆様が抱える様々な経営課題に対

して、支援機関が専門家を派遣して課題解決

をサポートします。経営課題の解決で悩んだ

ときは、まず支援機関に相談してください。

詳細は、中小企業１１９ホームページをご

確認ください。

https://chusho119.go.jp/

「中小企業１１９
     専門家派遣事業のご案内」
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 『WARABI SELECT SHOP

      小学生社会科見学』

『南部地域 高校生就職面接会』

　10 月 5 日 ( 水 ) に、川口駅前市民ホール フレ

ンディアにおいて、令和 4 年度南部地域高校生

就職面接会が開催されました。

　当日は埼玉県南部地域の高校に通学している

就職希望の高校生が各企業ブースを訪問し、採

用担当者の話を熱心に聞いていました。

　10 月 14 日 ( 金 ) に、蕨市立中央小学校の児童

が社会科見学で WARABI SELECT SHOP に来店しま

した。

　当日は職員が双子織商品をはじめとする蕨の地

域産業を説明し、児童たちは自分の住んでいる街

について知る機会となりました。

蕨商工会議所青年部とは
　昭和６２年１１月「行動する商工会議所に若い活力」をモットーに、次代を担う若手経営者の

総意により結成した、「若手経営者の異業種交流の場」と言えます。

　同じ地域社会で生活する約 100 人の青年経済人が、資質の研鑽を通じて地域社会の発展に寄与

することを目的に、研修会、親睦事業、イベント事業の開催をはじめ、蕨商工会議所が展開する

諸事業にも積極的に参加しております。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい！

       ●入会資格   蕨商工会議所の会員事業所の経営者、または後継者で５０歳未満の方ならどなた

でも入会できます。

       ●年会費　  20,000 円

       ●事務局　  〒 335-0004　蕨市中央 5-1-19　Tel：048-432-2655　　

青年部メンバー募集中！

青年部 HP は

←こちら

～地元企業をＰＲ～ 

牛窪会頭の企業探訪
進み続ける時と人の歩み。
その傍に蕨の門脇時計が
寄り添い続けてほしい。

門 脇 時 計

( 有限会社カドワキ )

代表取締役 ： 門脇 光洋

住所 ： 蕨市中央 1 －３３－２

電話 ： ０４８- ４３２- ５１５１

営業 ： １０時～１８時 ( 短縮営業中 )

定休日 ： 日曜日

◇
牛
窪
会
頭
訪
問
を
終
え
て

（
右
か
ら
）

牛
窪
会
頭

門
脇
代
表
取
締
役

今
井
副
会
頭

修理に取組む後ろ姿

今井副会頭 「立派な職人の背中だと思う」 時計の仕組みや会社の歴史について説明を受ける

EC サイトも充実のラインナップ

https://kadowaki-tokei.shop-pro.jp

　
牛
窪
会
頭
の
企
業
探
訪
。
第

31
回
目
は
時
計
の
修
理
、
販
売

貴
金
属
リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
営
む

「
門
脇
時
計
（
有
限
会
社
カ
ド

ワ
キ
）
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。

　
昭
和
33
年
創
業
、
「
蕨
の
時

計
店
」
と
し
て
60
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
門
脇
光
洋
社
長
は

３
代
目
と
な
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
時
計
の
販
売
よ
り
修
理
が

多
く
、
時
計
の
種
類
に
よ
っ
て

は
修
理
が
１
～
２
ヶ
月
待
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
時
計
、
置

時
計
、
腕
時
計
等
の
あ
ら
ゆ
る

症
状
を
、
幅
広
く
診
る
こ
と
を

基
本
と
さ
れ
て
い
て
、
お
客
様

の
大
切
な
時
を
刻
ん
だ
思
い
出

の
時
計
を
大
切
に
修
理
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
平
成
30

年
に
店
舗
を
改
装
し
、「
コ
ー

ヒ
ー
と
時
間
の
お
店tarp

」
が

オ
ー
プ
ン
、
時
計
店
と
喫
茶
店

が
共
存
す
る
素
敵
な
空
間
が
お

客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
普
及
等
で
腕
時

計
を
す
る
人
が
減
っ
た
が
、
腕

時
計
は
時
間
を
確
認
す
る
だ
け

で
な
く
生
活
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
部
と
な
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
に
も
な

る
。
そ
ん
な
腕
時
計
を
飛
込
み

来
店
で
も
診
て
く
れ
る
当
店
は

愛
用
者
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
時
計
修
理
に
資
格
は
必
要
な

い
そ
う
だ
が
、
婿
養
子
で
あ
る

門
脇
社
長
は
職
人
と
し
て
の
資

質
向
上
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
が

開
催
す
る
講
習
会
へ
の
参
加
や

１
級
時
計
修
理
技
能
士
の
資
格

を
取
得
す
る
な
ど
、
貪
欲
に
技

術
習
得
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
。
「
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
ハ
マ
っ
て
い
く
」
と
い

う
言
葉
か
ら
職
人
と
し
て
の
今

後
の
活
躍
を
予
感
し
た
。

　
喫
茶
店
に
も
お
邪
魔
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
と
て
も
心
地
よ

い
時
間
を
過
ご
せ
る
雰
囲
気

だ
。

　
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
も

経
験
さ
れ
、
人
望
が
さ
ら
に
厚

く
な
っ
た
門
脇
社
長
は
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
蕨
の
ま
ち
に
欠
か

せ
な
い
人
物
に
な
っ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。

　
長
い
歴
史
と
確
か
な
技
術
を

持
つ
門
脇
時
計
が
こ
れ
か
ら
も

蕨
の
ま
ち
で
発
展
し
続
け
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

全 6 席の喫茶店となっている。

インスタグラム ： @tarp_coffee_life
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12

蕨商工会議所ニュース Epoch 令和 4年 11 月 1 日 ( 毎月 1回 1日発行 ) 通巻第 595 号   

Interview 
会 社 紹 介

有限会社多田商店
代表取締役　多田 幸雄

 

今
回
は
蕨
市
中
央
で
米
穀
販

売
業
を
営
む
「
有
限
会
社
多
田

商
店
」
代
表
取
締
役 

多
田
幸

雄
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

多
田
さ
ん
は
、
今
年
５
月
に

先
代
の
お
父
様
か
ら
事
業
を
引

継
ぎ
、
代
表
取
締
役
に
就
任
し

ま
し
た
。
同
社
は
戦
後
間
も
な

く
お
祖
父
様
が
お
米
な
ど
の
販

売
を
始
め
、
昭
和
30
年
に
法
人

化
さ
れ
ま
し
た
。

多
田
さ
ん
は
元
々
他
業
種

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、「
お

米
マ
イ
ス
タ
ー
」「
ご
は
ん
ソ

ム
リ
エ
」
の
資
格
を
取
得
す
る

な
ど
し
、
お
米
に
関
す
る
知
識

を
向
上
す
る
た
め
に
日
々
勉
強

に
い
そ
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
た
、
米
作
り
の
現
場

を
肌
で
感
じ
る
た
め
に
積
極
的

に
米
作
り
の
現
場
に
足
を
運
び

生
産
者
と
の
交
流
も
深
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
ん
な
多
田
さ
ん
に
お
す

す
め
の
銘
柄
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
山
形
県
つ
や
姫
」
が
お
す
す

め
と
の
こ
と
で
し
た
。
つ
や
姫

は
、
山
形
県
を
流
れ
る
最
上
川

の
水
や
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き

い
気
候
条
件
の
も
と
で
育
て
ら

れ
る
た
め
、
特
に
美
味
し
い
お

米
に
な
る
そ
う
で
す
。
も
ち
も

ち
と
し
た
食
感
と
甘
味
が
強
く

お
米
そ
の
も
の
が
主
役
に
な
る

銘
柄
で
す
。

普
段
の
業
務
は
、
一
般
家

庭
向
け
の
小
売
り
か
ら
飲
食
店

向
け
の
業
務
用
ま
で
幅
広
く
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
細
か

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
２

kg
か
ら
の
量
り
売
り
や
、
近
隣

へ
の
配
達
を
無
料
で
行
う
な
ど

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
経
営
理
念
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
と
、「
米
屋
と

は
生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぐ
橋

渡
し
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
美
味
し
い
お
米
を
ご
家
庭

に
お
届
け
す
る
事
で
食
卓
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
今
度
は
そ
の
笑

顔
を
生
産
者
さ
ん
に
伝
え
る
。

㈲多田商店

住  所 ： 蕨市中央 5-8-11

電  話 ： 048-431-2667

営  業 ： 9 時～ 18 時

定休日 ： 日曜日、 祝日

そ
ん
な
好
循
環
を
目
指
し
て

い
ま
す
。」
と
し
っ
か
り
し
た

理
念
を
お
持
ち
で
す
。
今
後
は

こ
う
し
た
想
い
や
取
組
み
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
伝

え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。最

後
に
「
今
は
一
年
で
一
番

お
米
が
美
味
し
い
新
米
の
時
期

で
す
。
美
味
し
い
お
米
を
食
べ

て
い
た
だ
い
て
、
食
卓
が
笑
顔

に
つ
つ
ま
れ
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
素
敵
な
笑
顔
で
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

     

（
取
材
　
中
澤 

雅
人
）

さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。

【蕨商工会議所】　

℡ 048-432-2655　ＦＡＸ 048-444-1785

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！


